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1．はじめに

　骨粗霧症は、骨折の危険性を高め、また、骨折

後の回復にも多くの困難を要する。特に、閉経後

の女性において、性ホルモンの低下による骨量の

減少は、高齢者の骨粗緩症の要因とされ、注目さ

れている。骨粗巻症高齢者における大腿骨頭の骨

折は、歩行機能回復の確率が低く寝たきりになる

可能性が増し、高齢者の生活の質（QOL）、高齢化

社会における医療費抑制などの観点から問題視さ

れ、さまざまな方面からの改善が試みられている。

　骨粗懸症の予防には、骨量を高めること、骨量

の減少を最小限に留めることが重要である。骨量

は、20歳前後でピークを迎えるとされており、成

長段階での運動、栄養により骨量を高めておく必

要がある。また、骨量の維持には、カルシュウム

やビタミンDの摂取、日光に当たること、骨に刺

激を与えるような適度な運動などが必要とされて

いる。

　成長期における骨量獲得が必要な一方で、近年
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表1．　性別・年齢別・測定年別集計表

男子

測定人数

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 計
18 14 9 13 9 26 71

19 21 28 20 31 22 122

年齢（歳） 20 20 19 17 19 16 91

21 11 13 8 12 7 51

計 66 69 58 71 71 335

女子

測定人数

2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 計

18 33 57 57 33 68 348

19 40 88 48 54 45 275

年齢（歳） 20 29 32 24 31 22 138

21 14 21 10 7 17 69

計 116 198 139 125 152 730

の痩身願望を抱く若年女性の増大や食生活の変化、

運動不足など骨量に悪影響を及ぼす要因も多く存

在している。本学では、2003年度に超音波方式に

よる骨量計を導入し、体育実技授業受講生を中心

に学生・教職員に対し測定を行い、自分自身の骨

量を知るとともに骨量の保持、改善を喚起してき

た。

　そこで、これまで蓄積されたデータから、性別、

年齢によって集計、比較検討することによって、

本学学生の骨量に関する特性を明らかにし、今後

の健康教育に役立つ基礎的知見を得ることを目的

とする。

皿．測定方法および測定件数

　分析対象者は、本学学生とした。測定場所は本

学トレーニングルーム内の測定室で、ALOKA社

製超音波骨評価値装置AOS－100を用いて測定

を行った。データは2003年度から2007年度の5年

間で、18歳～21歳の学生の右踵骨データを抽出し

た。測定データは1211件で、うち1年で複数回測

定している件数を外すと1065件である。また、複

数回の測定を行っている件数は363件で、複数回

の測定者は160名であった。

　分析対象者の内訳は表1の通りである。

皿．結果および考察

　表2は、性別・年齢・測定年別の骨音響評価値

の平均値を示したものである。

　女性の場合、18歳の骨音響評価値の標準値1）は、

2．836であるのに対し、各年の平均値は標準下回

る結果となっている（図1）。

　19歳の骨音響評価値の標準値は、2．843である

のに対し、2003・2005・2007年の平均値は標準値

を上回っており、2004・2006年は下回わる結果と

なっている（図2）。

　20歳の骨音響評価値の標準値は、2．853である

のに対し、2006・2007年の平均値は標準値を上回

っており、2003・2004・2005年は下回わる結果と

なっている（図3）。

　21歳の骨音響評価値の標準値は、2．953である

のに対し、2004・2006・2007年の平均値は標準値

を上回っており、2003・2005年は下回わる結果と

なっている（図4）。

　男性の場合、18歳の骨音響評価値の標準値は、
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表2．性別・年齢別・測定年別骨音響評価値の平均値

男子

測定年

2003 2004 2005 2006 2007 計

人数（人） 14 9 13 9 26 71

18 平均値 2．97 3，069 3，116 3，165 3，076 3，073

標準偏差 0．4 0．36 0．31 0．16 0．33 0．33

人数（人） 21 28 20 31 22 122

19 平均値 3，135 3，131 2．96 3，081 3，109 3，087

標準偏差 0，262 0，449 0，299 0，295 0，415 0，354
年齢（歳）

人数（人） 20 19 17 19 16 91

20 平均値 3，142 3，033 3，082 3，006 3，091 3，071

標準偏差 0．31 0．27 0．41 0．37 0．43 0．35

人数 11 13 8 12 7 51

21 平均値 3．09 3，151 3，266 3，476 3，257 3，247

標準偏差 0．29 0．53 0．38 0．42 0．32 0．42

女子

測定年

2003 2004 2005 2006 2007 計

人数（人） 33 57 57 33 68 248

18 平均値 2，803 2，836 2，811 2，772 2，877 2，828

標準偏差 0．3 0．26 0．27 0．26 0．31 0．28

人数（人） 40 88 48 54 45 275

19 平均値 2，895 2，813 2，861 2，761 2，862 2，831

標準偏差 0．28 0．31 0．36 0．26 0．33 0．31
年齢（歳）

人数（人） 29 32 24 31 22 138

20 平均値 2，832 2，787 2，825 2，864 2，858 2，832

標準偏差 0．34 0．26 0．28 0．31 0．47 0．33

人数（人） 14 21 10 7 17 69

21 平均値 2，754 2，967 2，731 3．04 2，952 2，893

標準偏差 0．33 0．36 0．22 0．29 0．31 0．33

3．262であるのに対し、各年の平均値は標準値を

下回る結果となっている（図5）。

　19歳の骨音響評価値の標準値は、3．250である

のに対し、各年の平均値は標準値を下回る結果と

なっている（図6）。

　20歳の骨音響評価値の標準値は、3．238である

のに対し、各年の平均値は標準値を下回る結果と

なっている（図7）。

　21歳の骨音響評価値の標準値は、3。226である

のに対し、2005・2006・　2007年の平均値は標準値

を上回っており、2003・2004年は下回わる結果と

なっている（図8）。

　結果で注目すべきは、女性の18歳、男性の18歳

・19歳・20歳では、標準値を下回っているところ

である。運動経験が重要な役割を果たす2）といわ

れているので、今後の生活習慣に運動を取り入れ

る指導が急務であると思われる。

　次に、表3は、性別・年齢別にZスコアにより

分類したものである。Zスコアとは、同一年齢の

標準値に対しての被験者の測定値のパーセンテー

ジを表したものである。

　女性の場合、各年齢でZスコアが、100％未満

の者はそれぞれ、142名・91名・57名・21名と、

各年代で3分の1以上の者が100％を下回る結果

となった（図9）。18歳では約6割の者が、100％

未満に属していた。
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表3．性別・年齢・Zスコア別人数

18歳（人数） 19歳（人数） 20歳（人数） 21歳（人数） 合計（人数）

Zスコア 女性　　男性 女性　　男性 女性　　男性 女性　　男性 女性　　男性

～89％ 37　　　18 16　　　16 10　　　12 2　　　　4 65　　　50

90～99％ 105　　　30 75　　　48 47　　　36 19　　　12 246　　　126

100～109％ 69　　　17 105　　　38 40　　　20 22　　　13 236　　　49

110～119％ 28　　　5 105　　　11 40　　　20 22　　　13 127　　　49

120％～ 9　　　　1 23　　　9 14　　　3 10　　　7 56　　　20

計（人数） 248　　　71 275　　　122 138　　　91 69　　　51 730　　335

　男性の場合、各年齢でZスコアが、100％未満

の者はそれぞれ、48名・64名・48名・16名と、21

歳を除く年代で半数以上が100％を下回る結果と

なった（図10）。18歳では約7割の者が、100％未

満に属していた。

　また、18歳で、90％未満の者が、女性は14．9％、

男性は25．3％もおり、他の年齢に比べて多くなっ

ている点は特に注目するべきであろう。

　今回の結果から、全体を通して骨音響評価値は、

標準値より低いということが明らかになった。特

に18歳の者が低いということがわかった。18歳は

大学1年生であるので、大学在学中に運動習慣を

身につけて、骨量を増やし、骨粗懸症の予防に役

立てるよう指導が必要と考えられる。

】〉．まとめ

　今回は本学学生を対象に2003年から2007年の過

去5年間の右踵骨の骨音響評価値の測定データを

集計し、検討した。

　骨音響評価値については、男性が全体的に標準

値を下回っており、男女とも18歳の学生の骨音響

評価値が低いという結果であった。

　今後、在学中に運動習慣を身につける指導をす

ることが必要と考えられる。
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図9．女子年齢別Zスコア（％）分布図

図10．男子年齢別Zスコア（％）分布図
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